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１. 世界初の地下空洞直接探査計画 (UZUME) 
 人類初となる月の縦孔・地下空洞探査計画（UZUME）の初号機は，
SELENEの観測データにより発見された月の縦孔と，それに続いて存
在すると考えられる地下空洞を世界で初めて直接探査するミッションで
ある．UZUMEは日本が得意とするロボット技術を駆使し，月の縦孔に
降下して将来の月面基地として有望な縦孔や地下空洞内部の形状測
量と縦孔環境科学データを観測するミッションである（下図）． 
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２. 縦孔/地下空洞直接探査の必要性 
 表1に月の縦孔が持つ探査対象としての魅力を挙げた．月の縦孔や

地下空洞は，隕石による破壊や角礫岩化，太陽風による変成，ダスト
嵐による撹拌効果を受けない貴重な場所であり，縦孔は月面で唯一，
月の火山活動の新鮮な堆積物が観察できる露頭である．従って，従来
明らかにされていなかった科学的課題解決の新たな糸口が見つかる
可能性がある． 

３. 縦孔/地下空洞直接探査のミッション機器 
 表2に現段階で考えられるUZUME-1のミッション機器案を示す．観測
機器の候補としては，1) 縦孔周囲や地下空洞内部の3次元測量を行う
小型のステレオカメラとレーザ距離計，2) 縦孔と地下空洞内部の温度
環境を測定する温度センサ，3) 縦孔と地下空洞内部の放射線環境を
調査するための放射線モニタを挙げている． 
 
 ミッション機器はミッションコンセプトを受けてISASのWGの活動として
科学目的を達成するための手段として選定され，具体化がなされるだ
ろう．但し，UZUME-1で使う観測機器は超小型かつ軽量で開発が容易
でなければならない． 

表1：月の縦孔が持つ探査対象としての魅力 

表2：地下空洞直接探査のミッション機器案 

４. 縦孔/地下空洞直接探査のサクセスクライテリア 
 現段階で考えられるUZUME-1ミッションのサクセスクライテリアを表3
に示した．ミッションコンセプトはISASのWG活動として科学目的を達成
するための手段の具体化がなされるだろう． 

表3：地下空洞直接探査のサクセスクライテリア案 
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